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ベッド放電を用いて CH4，CO2および H2S の混合ガス
を分解し，H2Sの分解率，オフガスの生成物および H2S
の有無がバイオガスの改質に与える影響を報告してい
る。また，Dors et al.[4]は，誘電体バリア放電および Ni
触媒を組み合わせた放電リアクタを用いて CH4，CO2
および H2S の混合ガスを分解し，H2S の分解率，副生








さ 250 mm)内にガラスボール( 3.0 mm)を充填し，その
中心にステンレス棒(2 mm)を挿入し，円筒管外周に
アルミメッシュ(幅 130 mm, 線径0.29 mm, 16 mesh)
を巻きつけたものである。CH4 : CO2 : H2S = 60 : 40 : 
0.05 %の模擬消化ガスを放電リアクタ内に 0.2, 0.3, 0.5, 








フ(日立製作所製, 263-50, 熱伝導度型検出器, 充填剤 : 
Sunpak-S)を用いて H2S濃度を測定する。 
3. 実験結果 
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 Fig. 1. Decomposition rate of H2S as a function 





( 30 W, 444 ppm ) 
( 22 W, 777 ppm ) 

































 Single    
 Double (serial)            
 Double (parallel)
